
 平成 30年 5月 13日（日） 

四季の森公園自然観察会「新緑の里山に見られる植物」  

緑が鮮やかな季節です！どんな花が見られるでしょうか？ 

NPO法人四季の森里山研究会 担当：上野、谷川、森本、尾崎 

 

立夏・次候（5/11～15の頃）：「蚯蚓出（みみずいづる）」 

誕生日の花：ジャーマンアイリス、花言葉：虹の使者、燃える思い、すばらしい出会い 

 

5月の公園は、落葉広葉樹の葉が緑の濃さを増し、その緑を背景に白い花が目立つように

なります。樹木も野草も、それぞれの花に何とか昆虫たちを呼び寄せて受粉を成功させよう

と、あの手この手の工夫をしています。今日はその一端を観察してみましょう。 

 

     

 

・昆虫を誘引する花の工夫 

植物は、花に虫たちを誘引し、おしべからめしべに花粉を媒介させる工夫をしています。 

ホオノキは大きな花で、ミズキやエゴノキは小さな花をたくさん咲かせて、ヤマボウシ

やドクダミは大きな「総苞片」で、花の蜜を求める昆虫の視覚にアピールします。カラタ

ネオガタマ、ホオノキ、エゴノキなどは、さらに香りでも昆虫を誘います。 

 

・装飾花 

  ヤブデマリやガクアジサイは、一つの花序の周辺部にある花弁や萼（がく）を大きく発

達させて花序全体を装飾し「看板」に仕立てて、昆虫を誘います。このような花を装飾

花といいます。装飾花はすべての両性花が咲き終わるまで長い期間残っています。  

   

・蜜標（ガイドマーク） 

  ツツジの花の上方の花びらに斑点があります。昆虫に蜜の場所を教えるためのものです。

花粉を運んでもらえるように導くもので、「蜜標」または「ガイドマーク」と呼ばれます。

その奥の花びらが管状にくびれている先に蜜があるようです。 

 

・エゴノキツルクビオトシブミ 

  エゴノキの白い花を見ていると、何やら丸められた葉がぶら 

下がっているのに気が付きます。これは体長が 1cmに満たない黒

い昆虫の仕業です。葉を巻いた中には卵が産みつけられています。

成虫は見つかりましたか。 

 

 

★ 次回は 6月 10日（日）。テーマは『花菖蒲の季節の動植物』です。是非ご参加ください。 

ガクアジサイ ホオノキ ドクダミ ヤマボウシ エゴノキ 

今日 は 

こんな日 

 


